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職務発明等概要説明書

※職務発明認定に関わる重要な参考資料になりますので、漏れのないようご記入ください。

	（フリガナ）
	

	発明等の名称
	

	発明等の種類
	□特許権　　□実用新案権　　□意匠権　　□回路配置利用権　
□著作権（プログラム・データベース）　　□ノウハウ


	発明等の独創性
	□大　　　　　　　　　　□中　　　　　　　　　　□小

	使用した経費
	　□学内研究費（学園研究費、大学院研究費、特別学園研究費）　

□補助金等　　□受託研究費　　□共同研究費　　□科学研究費

　□奨励寄付金　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	使用した設備及び装置
	□本法人が所有若しくは管理している設備及び装置を使用している。
□本法人が所有若しくは管理している設備及び装置を使用していない。
（具体：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	発明等の基となった補助金事業等

　　　 □あり　　□なし
	補助金事業名
	

	
	期　　間
	　　　 年　　月　　日　～　　 年  　月　　日

	発明等の基となった共同・受託研究

契約等　　□あり　　□なし
	相手機関名・契約名
	

	
	契約期間（締結日）
	　　　 年　　月　　日　～　　 年  　月　　日


	
	発表済みもしくは発表予定の場合（不備のないように、明記下さい）

	発明等に関わる発表（予定）

□あ　り

□な　し
	学会発表

□論文　□口頭
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	学会名等
	

	
	予稿集発行

（CD－ROM）
WEB公開等
	発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	配布日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	公開日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	発行・公開先名
	

	
	修論・卒論発表
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	冊子発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	
	主催者名
	

	発表（予定）事項が列挙できなかった場合は、本概要説明書の最終ページ（３ 発明等に関わる発表（予定））にご記入ください。

	


＜発明等の概要＞

１　発明等の概要
本発明と既存技術とを比較した場合の改善点、新規性を含めて記入してください。記載内容は次の項目を参照ください。

(1)【技術分野】

発明等の技術分野を明確にするため、「本発明は～するための～に関する。」のように簡潔に記載ください。（1～2行程度）
(2)【従来（背景）技術】

本発明等に関連する従来技術にどのようなものがあるかを記載ください。（2～5行程度）
(3)【発明等の課題】

本発明等が課題にしている従来技術の問題点などを記載ください。（2～5行程度）

（4）【課題解決手段・方法】

本発明等が課題をどのように解決したか記載ください。（2～5行程度）
（5）【発明等の効果】

本発明等が、従来の技術に比べて優れているといえる点を、発明等の有利な効果として記載します。発明等の進歩性を判断する材料にもなりますので重要です。（2～5行程度）
（6）【想定する用途・製品・サービス等】
　この情報を元にプレ市場調査を行う場合があります。また、基礎研究に基づく発明等の場合は、5年後、10年後を想定ください。
（7）【発明の詳細を開示した資料】
　関係論文、説明用パワポ等の既存の資料。或いは、発明届出後の発明ヒアリング時または後の提出でも構いません。
２　発明等の取扱いに関する今後の研究計画等
（1）【技術移転・実装化に向けての課題・問題点等】
　2～3課題・問題点を記載ください。（2～5行程度）
（2）【上記課題・問題点の解決のための研究・開発計画】
今後3年の間で実施する内容を5～10行程度に簡潔に記載ください。
（3）【技術移転先候補企業】
想定される企業、業種等を記載ください。
（4）【その他の検討すべき特筆事項（例：学会発表予定、助成金申請等）】
（5）【外国出願について】

 外国出願を希望の場合のみ、外国出願すべきと考える理由、出願対象にすべきと考える国を記載ください。
３　発明等に関わる発表（予定）
（１ページ目で記入できなかった発表がありましたらご記入ください。）
	学会発表

□論文　□口頭
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	学会名等
	

	予稿集発行

（CD－ROM）
WEB公開等
	発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	配布日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	公開日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	発行・公開先名
	

	修論・卒論発表
	発表日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	冊子発行日
	　　　　　年　　　月　　　日

	
	主催者名
	


※実用的価値が高く、社会的に有用であり、かつ本法人にとって有意義である発明等については、年１回表彰する制度「学校法人東京電機大学学術振興基金　発明賞」があります。
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